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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータがＦＭＥＡシートを作成する方法であって、
　複数の文書を取り込むステップと、
　上記取り込んだ各文書中の単語を形態素解析用辞書を用いて形態素解析して複数の形態
素単語に分割するステップと、
　上記文書中での形態素単語の共起頻度を算出するステップと、
　上記複数の形態素単語において一定以上の共起頻度関係を持つ形態素単語で共起頻度ネ
ットワークを生成するステップと、
　一の文書に対してキー文書である他の文書に出現するキー単語と同じ単語の数ｗ１を演
算し、上記一の文書に対して上記キー単語と上記共起頻度ネットワーク上で結ばれている
単語の数ｗ２を演算し、上記一の文書中に出現する出現単語の総数ｗ３を演算し、（ｗ１
＋ｗ２）／ｗ３が所定の値以上であるか否かを演算し、所定の値以上であれば上記一の文
書は上記他の文書と同じグループであると判定して上記複数の文書をグループ分けするス
テップと、
　同じグループに属する各文書中からＦＭＥＡ単語用概念辞書に登録されているＦＭＥＡ
単語と同一の登録単語とその登録単語が属する概念を示す概念単語とをＦＭＥＡシート作
成に用いるＦＭＥＡ用単語として抽出するステップと、
　上記抽出したＦＭＥＡ単語をＦＭＥＡで使用する分類項目が表示されているＦＭＥＡシ
ートに、上記分類項目と同じ上記概念単語に属する抽出した上記登録単語を代入するステ
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ップと、
　を含む、ことを特徴とするＦＭＥＡシートの作成方法。
【請求項２】
　コンピュータに請求項１に記載のＦＭＥＡシートの作成方法を実行させるためのプログ
ラム。
【請求項３】
　請求項２に記載のプログラムを格納するメモリと、
　ＦＭＥＡシートが格納されているデータベースと、
　上記プログラムを実行するＣＰＵと、
　ユーザ操作のための操作画面と、
　を備える、ことを特徴とするＦＭＥＡシート自動作成装置。
【請求項４】
　形態素解析用辞書と、
　ＦＭＥＡ単語用概念辞書と、
　を備える、ことを特徴とする請求項３に記載のＦＭＥＡシート自動作成装置。
【請求項５】
　上記操作画面に、ＦＭＥＡシートの作成のためにユーザ操作されるコマンドボタンを配
置した、ことを特徴とする請求項３または４に記載のＦＭＥＡシート自動作成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、故障モードを抽出し、かつ、その影響解析を行うためのＦＭＥＡ（故障モー
ド・影響解析）シートの作成方法およびＦＭＥＡシート自動作成装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　信頼性解析の手法であるFMEAは、Ｆａｉｌｕｒｅ　Ｍｏｄｅ（故障モード）とＥｆｆｅ
ｃｔ　Ａｎａｌｙｓｉｓ（影響解析）の略称であり、故障モードとその影響解析を意味す
る。このＦＭＥＡには設計ＦＭＥＡや工程ＦＭＥＡ等がある。設計ＦＭＥＡは、製品設計
における故障モードを挙げ、これら故障モードが製品に及ぼす影響を解析し、潜在的な故
障、不具合を予測、摘出して故障や不具合を未然に防止して信頼性を確保するものであり
、工程ＦＭＥＡは、製造工程における故障発生の原因、メカニズムを解析し、工程の改善
を行うことにより工程の信頼性を確保するものである。
【０００３】
　ここでＪＩＳ規格用語を参照して「故障」とは規定の機能を喪失することであり、「故
障モード」とは故障状態の形式による分類のことである。
【０００４】
　このようなＦＭＥＡは設計や工程において小改善を次々に講じて信頼性を向上するもの
であり、そのために表化したものがＦＭＥＡシートである。このＦＭＥＡシートは、全て
の故障モードを挙げ、対策の要否を素早く（コンカレント）判断でき、設計や工程の信頼
性を確保することができるシートであることが好ましい。
【０００５】
　このようなＦＭＥＡシートは自動作成することができれば便利であり、そのための装置
も開発されている。
【０００６】
　しかしながら、従来の装置では、その装置で規定された仕様（データ形式）に沿わない
データ例えば自然言語文書を扱うことが困難であり、また、その装置の扱いに習熟しない
作業者に対してその装置のデータ入力仕様に沿って膨大なデータを入力させる作業は多大
な労力を要すると共にＦＭＥＡシート作成者の熟練度によってもＦＭＥＡシートの作成内
容に差が生じるという課題がある。
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【０００７】
　本発明の先行技術となる文献を下記に示す。
【特許文献１】特開２００５－１８２５４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、装置の扱いに習熟しない作業者が任意形式の文書から労少なくＦＭＥＡシー
トを自動作成することを可能とすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（１）本発明によるＦＭＥＡシート作成方法は、コンピュータがＦＭＥＡシートを作成
する方法であって、複数の文書を取り込むステップと、上記取り込んだ各文書中の単語を
形態素解析用辞書を用いて形態素解析して複数の形態素単語に分割するステップと、上記
文書中での形態素単語の共起頻度を算出するステップと、上記複数の形態素単語において
一定以上の共起頻度関係を持つ形態素単語で共起頻度ネットワークを生成するステップと
、一の文書に対してキー文書である他の文書に出現するキー単語と同じ単語の数ｗ１を演
算し、上記一の文書に対して上記キー単語と上記共起頻度ネットワーク上で結ばれている
単語の数ｗ２を演算し、上記一の文書中に出現する出現単語の総数ｗ３を演算し、（ｗ１
＋ｗ２）／ｗ３が所定の値以上であるか否かを演算し、所定の値以上であれば上記一の文
書は上記他の文書と同じグループであると判定して上記複数の文書をグループ分けするス
テップと、同じグループに属する各文書中からＦＭＥＡ単語用概念辞書に登録されている
ＦＭＥＡ単語と同一の登録単語とその登録単語が属する概念を示す概念単語とをＦＭＥＡ
シート作成に用いるＦＭＥＡ用単語として抽出するステップと、上記抽出したＦＭＥＡ単
語をＦＭＥＡで使用する分類項目が表示されているＦＭＥＡシートに、上記分類項目と同
じ上記概念単語に属する抽出した上記登録単語を代入するステップと、を含むことを特徴
とするものである。
【００１０】
　上記形態素とは意味を持つ最小の言語単位である。
【００１１】
　上記共起とは複数の言語現象が同一の発話、文、文脈等の言語的環境において生起する
ことである。
【００１２】
　上記ＦＭＥＡ単語用概念辞書としては、ＦＭＥＡに用いる単語と、その単語が属する概
念を示す単語とを登録している辞書が好ましい。
【００１３】
　本発明の方法によれば、任意形式の文書からＦＭＥＡシートを自動作成することができ
るので、ユーザはＦＭＥＡの実施対象とする文書をＦＭＥＡシート生成のための専用形式
に変換する必要がなくなりＦＭＥＡシートの作成が極めて容易となることに加えて、ＦＭ
ＥＡの実施に多大なデータを必要とすることなくＦＭＥＡシートを自動作成することがで
きる。
【００１４】
　（２）本発明によるプログラムは、コンピュータに上記（１）に記載のＦＭＥＡシート
生成方法を実施するステップが書き込まれているプログラムである。
【００１５】
　（３）本発明によるＦＭＥＡシート自動作成装置は、上記（２）に記載のプログラムを
格納するメモリと、ＦＭＥＡシートが格納されているデータベースと、上記プログラムを
実行するＣＰＵと、ユーザ操作のための操作画面と、を備えることを特徴とするものであ
る。
【００１６】
　このＦＭＥＡシート作成装置は、形態素解析用辞書と、ＦＭＥＡ単語用概念辞書とを直
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接、内蔵していなくても、ＣＰＵが上記プログラムを実行するに際して例えばＬＡＮ等を
経由して形態素解析用辞書や、ＦＭＥＡ単語用概念辞書を参照することができる。
【００１７】
　この場合、ＦＭＥＡシート作成装置は、形態素解析用辞書と、ＦＭＥＡ単語用概念辞書
とを内蔵することができる。また、ＦＭＥＡの種類や、産業分野に応じて、複数種類のＦ
ＭＥＡ単語概念辞書を備えたデータベースをＬＡＮを経由して参照しにいったり、あるい
はＦＭＥＡシート作成装置に内蔵させてもよい。
【００１８】
　また、上記操作画面に、ＦＭＥＡシートの作成のためにユーザ操作されるコマンドボタ
ンを配置することが好ましい。このコマンドボタンには、ＦＭＥＡシートの作成を開始さ
せるコマンドボタン、ＦＭＥＡ単語用概念辞書を選択操作することができるコマンドボタ
ン、ＦＭＥＡシートの種類を選択操作することができるコマンドボタン、等がある。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、任意形式の文書例えば自然言語文書からでも装置の扱いに習熟しない
作業者でも労少なくしてＦＭＥＡシートを自動作成することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
 以下、本発明の実施の形態に係るＦＭＥＡシート作成方法を詳細に説明する。このＦＭ
ＥＡシート作成方法を実施するＦＭＥＡシート自動作成装置は一般の汎用パーソナルコン
ピュータと同様に、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ハードディスクドライブ等の各種メモリ、
表示装置、およびキーボード、マウスなどの入力装置を有する。そしてこのＦＭＥＡシー
ト自動作成装置において、ＣＰＵはＦＭＥＡシート作成機能を備え、メモリにＦＭＥＡシ
ートの作成を実行するプログラムが格納されている。このプログラムは、ＣＰＵに後述す
るステップｎ１－ｎ７を実行させるものである。表示装置はユーザの操作画面を備え、マ
ウスやキーボード等の入力装置の入力操作に従いＦＭＥＡシート作成のための画面を表示
することができるようになっている。
【００２１】
　以上において、ＦＭＥＡシート自動作成装置は、図１のフローチャートを実行すること
ができる機能を備える。すなわち、ＦＭＥＡシート自動作成装置は、文書取り込み、形態
素解析、共起頻度算出、共起頻度ネットワーク生成、文書分類、単語抽出、ＦＭＥＡシー
ト作成の処理機能を備えると共に、データベースとして形態素解析用辞書、ＦＭＥＡ単語
用概念辞書のデータベース、ＦＭＥＡシートのデータベースを備える。
【００２２】
　図１を参照して本実施形態のＦＭＥＡシート作成方法を説明する。
【００２３】
 本実施形態のＦＭＥＡシート作成方法は、概略的には、
 ステップｎ１で自然言語の文書を取り込み、
 ステップ２で上記文書を形態素解析して単語を取り出し、
 ステップｎ３で取り出した単語それぞれの共起頻度を算出し、
 ステップｎ４で共起頻度ネットワークを生成し、
 ステップｎ５で共起頻度ネットワークに基づいて入力した文書を分類し、
 ステップｎ６で分類した文書からＦＭＥＡで使用する概念に含まれる単語をＦＭＥＡ単
語用概念辞書のデータベースから抽出し、
 ステップｎ７で上記抽出したＦＭＥＡ用単語をＦＭＥＡシートデータベースから得たＦ
ＭＥＡシートに代入することによりＦＭＥＡシートを作成する。
【００２４】
 ＦＭＥＡ単語用概念辞書のデータベースはＦＭＥＡで使用する単語（登録単語）とその
登録単語が属する概念に含まれる概念単語とが、業界ごとに対応して複数種類、登録され
て記憶されている。
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【００２５】
 ＦＭＥＡシートデータベースには各種ＦＭＥＡの定型が登録されている。
【００２６】
　以下、上記各ステップｎ１－ｎ７を詳しく説明する。
【００２７】
 （ステップｎ１）
 ステップｎ１では、図２で示すような任意形式の文書（テキスト）１０ａ，１０ｂ，１
０ｃ，…を、コンピュータにより構成されたＦＭＥＡシート自動作成装置９に取り込む。
これら文書１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，…をＦＭＥＡシート自動作成装置９に取り込む方法
は適宜実施することができる。例えば、マウス等の入力装置をユーザ操作してコンピュー
タに取り込む。あるいは文書が記録されているＣＤ－ＲＯＭ等をドライブにセットしてコ
ンピュータに取り込む、等である。
【００２８】
 （ステップｎ２）
　ステップｎ１で取り込んだ複数の文書１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，…から図３で示すよう
に形態素解析して形態素単語を取り出す。この形態素解析では形態素解析用辞書１２と、
形態素解析器１４とを用いる。
【００２９】
　形態素解析用辞書１２は、ＲＯＭ、またはＥＥＰＲＯＭ、フレキシブルディスク、ＣＤ
－ＲＯＭ、ＭＤ等の記憶装置で構成される。形態素解析用辞書１２は、例えば自動車業界
であれば自動車業界用、電機業界であれば、電機業界用、その他各種産業界用に作成され
る。
【００３０】
 形態素解析器１４は、文書１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，…を形態素解析用辞書１２を参照
して形態素解析することができるようになっている。
【００３１】
 形態素解析器１４により形態素解析された文書１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，…から単語リ
スト１６ａ，１６ｂ，１６ｃ，…が作成される。この単語リスト１６ａ，１６ｂ，１６ｃ
，…には図示の単語がリストされている。
【００３２】
 ここで、形態素解析とは、形態素解析器１４を用いた自然言語の処理であり、文書１０
ａ，１０ｂ，１０ｃ，…を形態素単語に分割する作業である。形態素解析器１４は文書１
０ａ，１０ｂ，１０ｃ，…の形態素解析作業を、形態素解析用辞書１２を参照して、行う
。
【００３３】
 図２の文書１０ａと、この文書１０ａの形態素解析に対応する図３の単語リスト１６ａ
とを比較して分かるように、単語リスト１６ａにリストアップされている単語は「キ－操
作」「反応なし」「ＣＰＵ」「異物付着」…「超音波洗浄機」であり、文書１０ａ中のす
べての単語がリストアップされているわけではない。形態素解析器１４は、文書１０ａ中
の単語を形態素解析するに際して形態素解析用辞書１２を参照し、この形態素解析用辞書
１２に保存登録されている形態素単語に対して形態素解析する結果、自動車業界であれば
自動車業界に即した単語、電機業界であれば電機業界に即した単語のみがリストアップさ
れる。
【００３４】
 （ステップｎ３）
　図４を参照してステップｎ２で形態素解析して単語リスト１６ａ，１６ｂ，１６ｃ，…
にリストされた各文書１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，…中の単語に対してステップｎ３で共起
頻度算出器１８で共起頻度を算出し、算出した共起頻度を共起頻度表２０に記入する。
【００３５】
　この場合、共起頻度算出器１８は、図５の表２２で示すように各単語リスト１６ａ，１
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６ｂ，１６ｃ，…にリストされた単語に対して単語ごとに出現している文書数を求める。
例えば、上記表２２で左欄は「単語」、右欄は「文書数」であり、単語「キー操作」に対
してこの「キー操作」が出現する文書数は「１」であり、単語「反応なし」が出現する文
書数は「１」であり、単語「ＣＰＵ」が出現する文書数は「３」であり、単語「異物付着
」が出現する文書数は「２」であり、…という具合である。
【００３６】
　一方、図６で示すように、各単語リスト１６ａ，１６ｂ，１６ｃ，…にリストされた単
語のうち、任意の異なる２つの単語について同時に出現している文書数を表２４にまとめ
る。表２４は左端縦一列欄と上端横一列欄に単語が記入され、それらが交差するセルに出
現文書数が記入される。
【００３７】
　上記の場合、表２４の左端縦一列欄には「キー操作」「反応なし」「ＣＰＵ」…、上端
横一列欄には「キー操作」「反応なし」「ＣＰＵ」…、である。そして例えば左欄縦１行
目の「キー操作」について上横欄の「反応なし」の２つの単語の出現文書数は「１」であ
り、「ＣＰＵ」の２つの単語の出現文書数は「１」であり、「異物付着」の２つの単語の
出現文書数は「１」であり、た、左欄縦２行目の「反応なし」について上横欄の「キー操
作」の２つの単語の出現文書数は「１」であり、「ＣＰＵ」の２つの単語の出現文書数は
「１」であり、「異物付着」の２つの単語の出現文書数は「１」であり…という具合であ
る。
【００３８】
　そして、図６の共起頻度表の各セルに記入されている出現文書数を図５で求めた文書数
で除算して共起頻度を求め図７で示すような共起頻度表２０（図４参照）を得る。
【００３９】
　すなわち、共起頻度＝出現文書数／文書数の式である。
【００４０】
　例えば、左欄縦１行目の「キー操作」について上横欄の「反応なし」の２つの単語の共
起頻度は図６の出現文書数１／図５の文書数１＝「１」であり、「キー操作」と「ＣＰＵ
」の２つの単語の共起頻度は同様に「１」であり、「キー操作」と「異物付着」の２つの
単語の共起頻度は「１」であり、また、左欄縦２行目の「反応なし」についてこの「反応
なし」と上横欄の「キー操作」の２つの単語の共起頻度は「１」であり、「反応なし」と
「ＣＰＵ」の２つの単語の共起頻度は「１」であり、「反応なし」と「異物付着」の２つ
の単語の共起頻度は「１」であり、…という具合である。
【００４１】
　なお、上記は共起頻度の算出は一例であり、この算出に限定されない。
【００４２】
 （ステップｎ４）
　次にこのステップｎ４では図８で示すように共起頻度表２０から共起頻度ネットワーク
作成器２６を用いて共起頻度ネットワーク２８を生成する。
【００４３】
　共起頻度ネットワーク２８は、共起頻度表２０に基づいて所定の共起頻度以上の関係を
持つ形態素単語同士を有向線３０で結ぶことにより生成するネットワークである。
【００４４】
　このネットワークでは共起頻度の関係として共起頻度を０．５以上に設定する。
【００４５】
　共起頻度ネットワーク生成器２６は、共起頻度表２０を参照して共起頻度０．５以上の
単語同士を有向線３０で結ぶ。
【００４６】
　図８中に示す有向線３０にはこの有向線３０で結ぶ形態素単語間の共起頻度が記入され
ている。
【００４７】
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　例えば「キー操作」と有向線３０で結ぶ単語は「反応なし」「ウェハー製造工程」「シ
ョート」等である。また、「反応なし」と有向線３０で結ぶ単語は「異常ランプ点灯」「
ウェハー製造工程」「ＣＰＵ」「ショート」等である、…という具合である。
【００４８】
 （ステップｎ５）
　ステップｎ５は文書を文書分類器３２により分類するステップであり、文書１０ａ，１
０ｂ，１０ｃ，…の中から出現単語数が最多あるいは最小の文書を選択し、選択した文書
をキー文書とする。例えばキー文書を文書１とし、分類判定される文書を文書３とする。
【００４９】
　このステップｎ５の実施のために図９で示す文書分類器３２を備える。
【００５０】
　文書分類器３２は、文書３に対して、キー文書である文書１に出現する単語（キー単語
）と同じ単語の数ｗ１を演算する演算部３２１と、文書３に対して、キー単語と共起頻度
ネットワーク上で結ばれている単語の数ｗ２を演算する演算部３２２と、文書３中に出現
する出現単語の総数ｗ３を演算する演算部３２３と、（ｗ１＋ｗ２）／ｗ３がＸ％以上で
あるか否かを演算し、Ｘ％以上であれば文書３は文書１と同じグループであると判定して
グループ分けする演算判定部３２４とから構成する。
【００５１】
　例えば、文書分類器３２においてＸ＝６０％と設定した場合に、図１０で示す文書１と
文書３とが同じグループか否かの判定手順を説明すると、文書１中の出現単語は「キ－操
作」「反応なし」「ＣＰＵ」「異物付着」「ウエハー製造工程」「超音波洗浄機」の６個
である。文書３中の出現単語は「異常ランプ点灯」「ＣＰＵ」「異物付着」「ウエハー製
造工程」「ショート」の５個である。
【００５２】
　文書３中の出現単語総数ｗ３は「５」であり、演算部３２３の演算値ｗ３＝５となる。
【００５３】
　文書３中のうち、出現単語「ＣＰＵ」「異物付着」「ウエハー製造ステップｎ」の３個
は文書１中のキー単語と同じ単語であり、その同一単語数ｗ１は「３」であり、演算部３
２１の演算値ｗ１＝３となる。
【００５４】
　文書３中の出現単語「異常ランプ点灯」や「ショート」の２個は、文書１中のキー単語
と共起頻度ネットワーク上で有向線３０で接続されており、共起頻度ネットワークで結ぶ
ネットワーク単語数ｗ２は「２」であり、演算部３２２の演算値ｗ２＝２となる。
【００５５】
　よって、演算判定部３２４では、Ｘ＝（同一単語数ｗ１＋ネットワーク単語数ｗ２）／
（文書３の出現単語総数ｗ３）＝（３＋２）／５＝１００％となり、Ｘ＝６０％以上であ
るため、文書３は文書１（キー文書）と同じグループＧ１と判定する。
【００５６】
　上記でキー文書と同じグループとみなされなかった残りの文書について上記手順を再帰
的に適用する。
【００５７】
　Ｇ１，Ｇ２，…はグループを示す。
【００５８】
　このようにして各文書を分類する。
【００５９】
　なお、共起頻度ネットワークの生成に使う文書は、分類用の文書とは異なる、別の文書
でもよい。例えば、論文など信頼性が高い文書を使うことにより、関連語の精度を向上さ
せてもよい。
【００６０】
　共起頻度ネットワークからの関連語の検出は、双方向に有向線が接続される単語のみを



(8) JP 5011947 B2 2012.8.29

10

20

30

40

50

関連語とみなす。直接接続されていなくとも、幾つかの単語を経由するなどして間接的に
有向線が接続されている単語も関連語とみなす。
【００６１】
　共起頻度ネットワークを使わずに、単純に同じ単語がどれぐらい含まれているかにより
分類してもよい。
【００６２】
 （ステップｎ６）
　ステップｎ５で分類した文書からＦＭＥＡで使用する概念に含まれる単語をステップｎ
６で抽出する。このステップｎ６では図１１で示すように単語抽出器３３と、ＦＭＥＡ単
語用概念辞書３４とを用いる。
【００６３】
　このＦＭＥＡ単語用概念辞書３４には、ＦＭＥＡ作成に用いる単語（ＦＭＥＡ単語）が
登録単語としてまたその登録単語が属する概念を示す概念単語とが保存されている。ＦＭ
ＥＡ単語用概念辞書３４の保存例を表３６に示す。
【００６４】
　この表３６で示すように概念単語が左端縦一列に「部品」「故障モード」「影響」…が
記入され、上端横一列に「登録単語１」「登録単語２」…が記入されている。概念単語は
「部品」「故障モード」「影響」等である。
【００６５】
　概念単語「部品」に対して登録単語１，２，３…は「ＣＰＵ」「コンデンサ」「トラン
ジスタ」…であり、概念単語「故障モード」に対して登録単語１，２，３…は「チップ立
ち」「ぬれ不良」「ショート」…であり、という具合である。
【００６６】
　単語抽出器３３は、同じグループＧ１である文書１，３に対して、ＦＭＥＡ単語用概念
辞書３４を参照して、文書１中の単語「キ－操作」「反応なし」「ＣＰＵ」「異物付着」
「ウエハー製造工程」「超音波洗浄機」、文書３中の単語「異常ランプ点灯」「ＣＰＵ」
「異物付着」「ウエハー製造工程」「ショート」に対して、ＦＭＥＡ単語用概念辞書３４
内の表３６から「ＣＰＵ（部品）」「ショート（故障モード）」「異物付着（原因）」…
というように登録単語を抽出する。
【００６７】
　ＦＭＥＡ単語用概念辞書３４の作成例を説明すると、例えば、複数文書を複数の形態素
単語に分割し、この分割した形態素単語の中からＦＭＥＡに用いるＦＭＥＡ単語から共起
される形態素単語を共起単語として抽出処理し、上記ＦＭＥＡ単語および上記抽出した共
起単語を登録単語としてデータベースに保存したものをＦＭＥＡ単語用概念辞書として作
成することができる。この場合、ＦＭＥＡ単語が属する概念を示す概念単語と、上記ＦＭ
ＥＡ単語とを関連付けして登録する。
【００６８】
　上記ＦＭＥＡ単語用概念辞書３４は業界の種類に応じて、あるいは、各種技術分野に応
じて、あるいはその他の分野に応じて、複数種類保存して、データベース化することがで
きる。
【００６９】
 （ステップｎ７）
　ステップｎ７ではＦＭＥＡシートが作成される。
【００７０】
　図１２（ａ）に工程ＦＭＥＡの初期のＦＭＥＡシート３８を示す。ＦＭＥＡシート３８
には、ＦＭＥＡで使用する分類項目である「部品」「故障モード」「原因」「影響」「対
策」が表示されている。
【００７１】
　そして、図１２（ｂ）で示すように、ＦＭＥＡシート３８の分類項目と、図１１の表３
６で示す概念単語とが同じの場合、ＦＭＥＡシート３８に単語抽出器３３で抽出した登録
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単語を代入する。
【００７２】
　すなわち、初期のＦＭＥＡシート３８の分類項目「部品」にはステップｎ６で抽出した
登録単語「ＣＰＵ（部品）」を代入し、分類項目「故障モード」には登録単語「ショート
（故障モード）」を代入し、分類項目「原因」には登録単語「異物付着（原因）」を代入
し、分類項目「影響」には登録単語「異常ランプ点灯（影響）」や「反応なし（影響）」
を代入し、分類項目「対策」には登録単語「超音波洗浄機（対策）」を代入する。
【００７３】
　その結果、図１２（ｃ）で示すようにＦＭＥＡシート３８が作成される。
【００７４】
　図１３にＦＭＥＡシートデータベース４２の具体例を示す。４０はＦＭＥＡシート作成
器、４２はＦＭＥＡシートデータベースである。ＦＭＥＡシートデータベース４２には設
計ＦＭＥＡシート３８ａや工程ＦＭＥＡシート３８ｂが保存されている。これらＦＭＥＡ
シート３８ａ，３８ｂの分類項目は、表３６の概念単語を並べたものである。
【００７５】
　設計ＦＭＥＡシート３８ａは、概念単語が、部品→故障モード→原因→影響→対策の順
序関係を持つように並んでおり、この状態でＦＭＥＡシートデータベース４２に保存され
ている。
【００７６】
　工程ＦＭＥＡシート３８ｂは、概念単語が、工程→不良モード→原因→影響→対策の順
序関係を持つように並んでおり、この状態でＦＭＥＡシートデータベース４２に保存され
ている。
【００７７】
　以上により、ユーザは任意形式の文書である例えば自然言語文書からＦＭＥＡシートを
自動作成することができるようになり、ＦＭＥＡの実施対象とする文書をＦＭＥＡシート
生成のための専用形式に変換する必要がなくなりＦＭＥＡシートの作成が極めて容易とな
る。
【００７８】
　また、これに加えて、ＦＭＥＡの実施に多大なデータを必要とすることなくＦＭＥＡシ
ートを自動作成することができる。
【００７９】
　以上のＦＭＥＡシート作成方法を実施するＦＭＥＡシート自動作成装置の機能ブロック
図を図１４にまとめて示す。
【００８０】
　１２は形態素解析用辞書、１４は形態素解析器、１８は共起頻度算出器、２６は共起頻
度ネットワーク作成器、３２は文書分類器、３３は単語抽出器、３４はＦＭＥＡ単語用概
念辞書、４０はＦＭＥＡ作成器、４２はＦＭＥＡシートデータベースである。
【００８１】
　ＦＭＥＡ単語用概念辞書３４はデータベースとして複数種類のＦＭＥＡ単語を保存した
ものを用いることができる。
【００８２】
　上記機能を備えたＦＭＥＡシート自動作成装置において、その表示装置の操作画面例を
説明する。
【００８３】
　図１５は、操作画面４４を示す。操作画面４４には複数のコマンドボタン４６が表示さ
れている。コマンドボタン４６は「＋ファイル追加」、「－ファイル削除」、「辞書選択
」、「出力ＦＭＥＡ選択」、「作成開始」である。
「＋ファイル追加」、「－ファイル削除」はファイルを追加したり削除したりするときに
操作するコマンドボタンである。
【００８４】
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　「辞書選択」はＦＭＥＡ単語用概念辞書を選択するときに操作するコマンドボタンであ
る。
【００８５】
　「出力ＦＭＥＡ選択」はＦＭＥＡシートを選択するときに操作するコマンドボタンであ
る。
【００８６】
　「作成開始」はＦＭＥＡシートの作成を開始するときに操作するコマンドボタンである
。
【００８７】
　図１６は、操作画面４４上のＦＭＥＡシート作成開始用の「作成開始」コマンドボタン
を操作して文書入力した状態を示す。この「作成開始」コマンドボタンを操作した後は、
ＦＭＥＡシートは自動的に作成される。
【００８８】
　図１７は、ＦＭＥＡ単語用概念辞書を選択操作するための「辞書選択」コマンドボタン
を操作する例を示し、このコマンドボタンを操作して操作画面４４上にＦＭＥＡ単語用概
念辞書の選択用画面４８を呼び出し、矢印で示すコンボボックスで選択し、複数の業界別
になっているＦＭＥＡ単語用概念辞書選択用のプルダウンメニュー画面５０から任意のＦ
ＭＥＡ単語用概念辞書を選択することができる。
【００８９】
　図１８はＦＭＥＡシートを選択する例を示し、「出力ＦＭＥＡ選択」コマンドボタンを
操作することにより、操作画面４４上に出力ＦＭＥＡ選択用画面５２を呼び出す。この出
力ＦＭＥＡ選択用画面５２では工程ＦＭＥＡをラジオボタンで選択した状態を示している
。
【００９０】
　図１９は操作画面４４上にＦＭＥＡシートを出力した状態を示す。
【００９１】
　このＦＭＥＡシートはプリントアウト、保存することができる。
【００９２】
　以上のように本実施の形態では、任意形式の文書からＦＭＥＡシートを自動作成するこ
とができるので、ユーザはＦＭＥＡの実施対象とする文書をＦＭＥＡシート生成のための
専用形式に変換する必要がなくなりＦＭＥＡシートの作成が極めて容易となる。また、Ｆ
ＭＥＡの実施に多大なデータを必要とすることなくＦＭＥＡシートを容易に自動作成する
ことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】図１は本発明の実施の形態に係るＦＭＥＡシート作成方法のステップを示す図で
ある。
【図２】図２は任意形式の文書をＦＭＥＡシート自動作成装置に取り込む例を示す図であ
る。
【図３】図３は文書から形態素解析用辞書を用いて形態素解析器により形態素解析するス
テップを示す図である。
【図４】図４は、複数文書から共起頻度算出器を用いて共起頻度表を作成するステップを
示す図である。
【図５】図５は図４のステップで単語ごとの出現文書数表を示す図である。
【図６】図６は図４のステップで２つの単語の組み合わせごとの出現文書数表を示す図で
ある。
【図７】図７は共起頻度表を示す図である。
【図８】図８は共起頻度表から共起頻度ネットワーク作成器を用いて共起頻度ネットワー
クを作成するステップを示す図である。
【図９】図９は文書分類器の構成を示す図である。
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【図１０】図１０は文書１と文書３とを示す図である。
【図１１】図１１は同じグループの文書から単語抽出器によりＦＭＥＡ単語用概念辞書を
用いて単語抽出するステップを示す図である。
【図１２】図１２（ａ）は初期のＦＭＥＡシートを示す図、図１２（ｂ）はそのＦＭＥＡ
シートとそのＦＭＥＡシートに代入するる単語群とを示す図、図１２（ｃ）は作成したＦ
ＭＥＡシートを示す図である。
【図１３】図１３はＦＭＥＡシート作成器によりＦＭＥＡシートデータベースを用いてＦ
ＭＥＡシートを作成するステップを示す図である。
【図１４】図１４はＦＭＥＡシート作成装置の構成を示す図である。
【図１５】図１５はＦＭＥＡシート作成装置の操作画面を示す図である。
【図１６】図１６は文書を入力したＦＭＥＡシート作成装置の操作画面を示す図である。
【図１７】図１７は辞書選択状態を示すＦＭＥＡシート作成装置の操作画面を示す図であ
る。
【図１８】図１８はＦＭＥＡシートを選択した状態を示すＦＭＥＡシート作成装置の操作
画面を示す図である。
【図１９】図１９はＦＭＥＡシート作成装置により作成したＦＭＥＡシートを示す図であ
る。
【符号の説明】
【００９４】
　９　ＦＭＥＡシート自動作成装置
１０　文書
１２　形態素解析用辞書
１４　形態素解析器
１８　共起頻度算出器
２６　共起頻度ネットワーク作成器
３２　文書分類器
３３　単語抽出器
３４　ＦＭＥＡ単語用概念辞書
４０　ＦＭＥＡシート作成器
４２　ＦＭＥＡシートデータベース



(12) JP 5011947 B2 2012.8.29

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(13) JP 5011947 B2 2012.8.29

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(14) JP 5011947 B2 2012.8.29

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】 【図１３】
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